




<目的>

  PMD 児は、病状の進行に伴い、上肢機能も障害され、それは、歯磨の際歯ブ

ラシを動かさず、頭部を左右に動かして歯磨を行う為に、体位のバランスを崩

し、又含嗽能力も低下して、歯磨後にも歯に、食物残渣や歯磨剤の付着を見る

ことがある。これは歯に細菌の巣である歯垢を作ることにもなる。


